











































A Survey on College Students’ Attitudes toward Anti-Doping 
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1.   調査対象
学校法人藤村学園東京女子体育大学体育学部体
育学科に在籍する第3学年の学生321名
2.   調査期間
2018年5月
3.   調査方法
アンケート票による、無記名・自己記入式アンケー




































































1.   回収率
301件の回答が得られ（回収率93.8％）、回答のな
かった5件を除く計296件（92.2％）を解析対象とした。

































































































































































































































































N ％ N ％ p値 N ％ N ％ p値 N ％ N ％ p値
ドーピングに対する意識 a
競技能力向上を合法化することは
スポーツにとって有益である 48 49.5% 71 51.1% 0.89 94 48.7% 55 53.4% 0.47 43 46.7% 106 52.0% 0.45 
ドーピングの危険性は誇張されて
いる 45 46.4% 69 49.6% 0.69 98 50.8% 46 44.7% 0.33 40 43.5% 104 51.0% 0.26 
メディアはドーピングについて悪く
報道しすぎだ 78 80.4% 112 80.6% 1.00 158 81.9% 84 81.6% 1.00 76 82.6% 166 81.4% 0.87 
メディアはドーピングについてあま
り報道すべきではない 82 84.5% 127 91.4% 0.14 172 89.1% 92 89.3% 1.00 81 88.0% 183 89.7% 0.69 
ドーピングは、競争力を高めるた




91 93.8% 136 97.8% 0.17 186 96.4% 99 96.1% 1.00 89 96.7% 196 96.1% 1.00 
ドーピングはみんながやっているの
だから不正行為ではない 91 93.8% 137 98.6% 0.07 186 96.4% 101 98.1% 0.50 91 98.9% 196 96.1% 0.28 
ドーピングは、競技スポーツにお
































75 77.3% 115 82.7% 0.32 159 82.4% 81 78.6% 0.44 73 79.3% 167 81.9% 0.63 
薬・サプリメント購入時のアンチ・ドーピングに対する意識b
薬を購入する際に、アンチ・ドー
ピングを意識しようと思う 41 42.3% 40 28.8% 0.04
＊ 40 20.7% 44 42.7% <0.01＊ 15 16.3% 69 33.8% <0.01＊
サプリメントを購入する際に、アン
チ・ドーピングを意識しようと思う 43 44.3% 41 29.5% 0.03
＊ 44 22.8% 45 43.7% <0.01＊ 15 16.3% 74 36.3% <0.01＊
ドーピング指導に対する意識 c
競技の指導者になったときに、ドー




＊: p<0.05  χ2検定
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N Mean S.D. p値
　　全回答者 296 14.4 2.6 –
競技の種類
　　個人競技 97 14.4 2.8 0.12
　　団体競技 139 14.4 2.3
競技成績 -全国大会以上の出場経験
　　なし 193 14.4 2.6 0.49
　　あり 103 14.4 2.5
ドーピング教育経験
　　教育を受けたことがない 92 14.6 2.3 0.43
　　教育を受けたことがある 204 14.3 2.7
薬・サプリメント購入時のアンチ・ドーピングに対する意識
薬を購入する際に、アンチ・ドーピングを意識しようと思う 84 15.0 2.4 0.09
薬を購入する際に、アンチ・ドーピングを意識しようと思わない・わからない 212 14.1 2.7
サプリメントを購入する際に、アンチ・ドーピングを意識しようと思う 89 15.1 2.2 0.06
サプリメントを購入する際に、アンチ・ドーピングを意識しようと思わない・わからない 207 14.1 2.7
ドーピング指導に対する意識
競技の指導者になったときに、ドーピングについて指導できる 84 14.4 2.3 0.20





















競技の種類 全国大会以上の出場経験 ドーピングについての教育経験 ドーピング指導に対する意識
個人競技 団体競技 なし あり なし あり できない・わからない 指導できる
全回答者 N % N % p値 N % N % p値 N % N % p値 N % N % p値
①ドーピング検査を受けるか受けないかは選手の判断で決めることができる（×） 92.9% 89 91.8% 129 92.8% 0.81 176 91.2% 99 96.1% 0.15 83 89.2% 192 94.1% 0.17 194 91.5% 81 96.4% 0.21 
②ドーピング検査件数は、年々増加傾向にある（〇） 90.5% 87 89.7% 130 93.5% 0.33 175 90.7% 93 90.3% 1.00 87 94.6% 181 88.7% 0.14 192 90.6% 76 90.5% 1.00 
③ドーピング検査を妨害すると、ドーピング防止規則違反となる（〇） 91.9% 89 91.8% 128 92.1% 1.00 177 91.7% 95 92.2% 1.00 89 96.7% 183 89.7% 0.04＊ 192 90.6% 80 95.2% 0.24 
④ドーピング検査は、練習会場や宿泊先で行われることがある（〇） 78.7% 74 76.3% 107 77.0% 1.00 153 79.3% 80 77.7% 0.77 73 79.3% 160 78.4% 1.00 162 76.4% 71 84.5% 0.16 
⑤ドーピング防止規則違反となるのは、禁止物質を使用した場合のみである（×） 41.6% 37 38.1% 55 39.6% 0.89 86 44.6% 37 35.9% 0.17 37 40.2% 86 42.2% 0.80 88 41.5% 35 41.7% 1.00 
⑥競技力向上を目的として使用していない場合でもドーピング検査で陽性となったらドーピン
グ防止規則違反となる（〇） 87.2% 77 79.4% 126 90.6% 0.02
＊ 164 85.0% 94 91.3% 0.15 83 90.2% 175 85.8% 0.35 182 85.8% 76 90.5% 0.34 
⑦友人が薬局で購入した薬を服用して、ドーピング検査陽性となった場合、飲んだ選手自
身が資格停止などの制裁を受ける（〇） 88.9% 86 88.7% 123 88.5% 1.00 169 87.6% 94 91.3% 0.44 84 91.3% 179 87.7% 0.43 188 88.7% 75 89.3% 1.00 
⑧禁止表収載の禁止物質・禁止方法は、一部を除き、すべての競技で共通である（〇） 87.8% 86 88.7% 122 87.8% 1.00 168 87.0% 92 89.3% 0.71 80 87.0% 180 88.2% 0.85 185 87.3% 75 89.3% 0.70 
⑨禁止表に記載がない物質は、使用してもドーピング防止規則違反となることはない（×） 49.7% 51 52.6% 65 46.8% 0.43 103 53.4% 43 41.7% 0.07 44 47.8% 102 50.0% 0.80 111 52.4% 35 41.7% 0.12 
⑩WADA の禁止表国際基準は毎年改訂される（〇） 68.6% 66 68.0% 99 71.2% 0.67 130 67.4% 73 70.9% 0.60 66 71.7% 137 67.2% 0.50 148 69.8% 55 65.5% 0.49 
⑪禁止物質の表示がない海外のサプリメントは、ドーピング検査で陽性とならない（×） 85.1% 84 86.6% 116 83.5% 0.58 167 86.5% 85 82.5% 0.39 76 82.6% 176 86.3% 0.48 177 83.5% 75 89.3% 0.28 
⑫市販のせき止めに禁止物質は含まれていない（×） 76.4% 75 77.3% 105 75.5% 0.88 145 75.1% 81 78.6% 0.57 67 72.8% 159 77.9% 0.38 158 74.5% 68 81.0% 0.29 
⑬コーヒーやお茶に含まれる「カフェイン」は禁止物質である（×） 75.7% 72 74.2% 108 77.7% 0.54 144 74.6% 80 77.7% 0.67 71 77.2% 153 75.0% 0.77 169 79.7% 55 65.5% 0.02 
⑭アレルギーや喘息に用いられる「糖質コルチコイド（ステロイド）」は、禁止物質である（〇） 60.8% 65 67.0% 85 61.2% 0.41 120 62.2% 60 58.3% 0.53 55 59.8% 125 61.3% 0.90 126 59.4% 54 64.3% 0.51 
⑮漢方薬に禁止物質は含まれていない（×） 68.2% 73 75.3% 89 64.0% 0.09 132 68.4% 70 68.0% 1.00 64 69.6% 138 67.6% 0.79 144 67.9% 58 69.0% 0.89 
⑯静脈に注射する行為は、ドーピング防止規則違反となる（〇） 65.9% 61 62.9% 93 66.9% 0.58 127 65.8% 67 65.0% 0.90 60 65.2% 134 65.7% 1.00 143 67.5% 51 60.7% 0.28 
⑰禁止物質は、ドーピングとして使用する場合、副作用が出る可能性が高い（〇） 81.7% 80 82.5% 110 79.1% 0.62 162 83.9% 80 77.7% 0.21 75 81.5% 167 81.9% 1.00 173 81.6% 69 82.1% 1.00 
⑱医者から出された薬は、ドーピング防止規則違反とならない（×） 65.5% 70 72.2% 89 64.0% 0.21 124 64.2% 70 68.0% 0.61 62 67.4% 132 64.7% 0.69 138 65.1% 56 66.7% 0.89 
⑲どのレベルの選手も、日本人であれば、TUE 申請は日本アンチ・ドーピング機構（JADA）
に提出する（×） 28.0% 23 23.7% 40 28.8% 0.46 54 28.0% 29 28.2% 1.00 30 32.6% 53 26.0% 0.26 60 28.3% 23 27.4% 1.00 
⑳医者から禁止物質である薬を出されたが、大会3 日前にTUE 申請をしたので、ドーピング
防止規則違反とならない（×） 53.4% 53 54.6% 79 56.8% 0.79 100 51.8% 58 56.3% 0.47 54 58.7% 104 51.0% 0.26 115 54.2% 43 51.2% 0.70 

















競技の種類 全国大会以上の出場経験 ドーピングについての教育経験 ドーピング指導に対する意識
個人競技 団体競技 なし あり なし あり できない・わからない 指導できる
全回答者 N % N % p値 N % N % p値 N % N % p値 N % N % p値
①ドーピング検査を受けるか受けないかは選手の判断で決めることができる（×） 92.9% 89 91.8% 129 92.8% 0.81 176 91.2% 99 96.1% 0.15 83 89.2% 192 94.1% 0.17 194 91.5% 81 96.4% 0.21 
②ドーピング検査件数は、年々増加傾向にある（〇） 90.5% 87 89.7% 130 93.5% 0.33 175 90.7% 93 90.3% 1.00 87 94.6% 181 88.7% 0.14 192 90.6% 76 90.5% 1.00 
③ドーピング検査を妨害すると、ドーピング防止規則違反となる（〇） 91.9% 89 91.8% 128 92.1% 1.00 177 91.7% 95 92.2% 1.00 89 96.7% 183 89.7% 0.04＊ 192 90.6% 80 95.2% 0.24 
④ドーピング検査は、練習会場や宿泊先で行われることがある（〇） 78.7% 74 76.3% 107 77.0% 1.00 153 79.3% 80 77.7% 0.77 73 79.3% 160 78.4% 1.00 162 76.4% 71 84.5% 0.16 
⑤ドーピング防止規則違反となるのは、禁止物質を使用した場合のみである（×） 41.6% 37 38.1% 55 39.6% 0.89 86 44.6% 37 35.9% 0.17 37 40.2% 86 42.2% 0.80 88 41.5% 35 41.7% 1.00 
⑥競技力向上を目的として使用していない場合でもドーピング検査で陽性となったらドーピン
グ防止規則違反となる（〇） 87.2% 77 79.4% 126 90.6% 0.02
＊ 164 85.0% 94 91.3% 0.15 83 90.2% 175 85.8% 0.35 182 85.8% 76 90.5% 0.34 
⑦友人が薬局で購入した薬を服用して、ドーピング検査陽性となった場合、飲んだ選手自
身が資格停止などの制裁を受ける（〇） 88.9% 86 88.7% 123 88.5% 1.00 169 87.6% 94 91.3% 0.44 84 91.3% 179 87.7% 0.43 188 88.7% 75 89.3% 1.00 
⑧禁止表収載の禁止物質・禁止方法は、一部を除き、すべての競技で共通である（〇） 87.8% 86 88.7% 122 87.8% 1.00 168 87.0% 92 89.3% 0.71 80 87.0% 180 88.2% 0.85 185 87.3% 75 89.3% 0.70 
⑨禁止表に記載がない物質は、使用してもドーピング防止規則違反となることはない（×） 49.7% 51 52.6% 65 46.8% 0.43 103 53.4% 43 41.7% 0.07 44 47.8% 102 50.0% 0.80 111 52.4% 35 41.7% 0.12 
⑩WADA の禁止表国際基準は毎年改訂される（〇） 68.6% 66 68.0% 99 71.2% 0.67 130 67.4% 73 70.9% 0.60 66 71.7% 137 67.2% 0.50 148 69.8% 55 65.5% 0.49 
⑪禁止物質の表示がない海外のサプリメントは、ドーピング検査で陽性とならない（×） 85.1% 84 86.6% 116 83.5% 0.58 167 86.5% 85 82.5% 0.39 76 82.6% 176 86.3% 0.48 177 83.5% 75 89.3% 0.28 
⑫市販のせき止めに禁止物質は含まれていない（×） 76.4% 75 77.3% 105 75.5% 0.88 145 75.1% 81 78.6% 0.57 67 72.8% 159 77.9% 0.38 158 74.5% 68 81.0% 0.29 
⑬コーヒーやお茶に含まれる「カフェイン」は禁止物質である（×） 75.7% 72 74.2% 108 77.7% 0.54 144 74.6% 80 77.7% 0.67 71 77.2% 153 75.0% 0.77 169 79.7% 55 65.5% 0.02 
⑭アレルギーや喘息に用いられる「糖質コルチコイド（ステロイド）」は、禁止物質である（〇） 60.8% 65 67.0% 85 61.2% 0.41 120 62.2% 60 58.3% 0.53 55 59.8% 125 61.3% 0.90 126 59.4% 54 64.3% 0.51 
⑮漢方薬に禁止物質は含まれていない（×） 68.2% 73 75.3% 89 64.0% 0.09 132 68.4% 70 68.0% 1.00 64 69.6% 138 67.6% 0.79 144 67.9% 58 69.0% 0.89 
⑯静脈に注射する行為は、ドーピング防止規則違反となる（〇） 65.9% 61 62.9% 93 66.9% 0.58 127 65.8% 67 65.0% 0.90 60 65.2% 134 65.7% 1.00 143 67.5% 51 60.7% 0.28 
⑰禁止物質は、ドーピングとして使用する場合、副作用が出る可能性が高い（〇） 81.7% 80 82.5% 110 79.1% 0.62 162 83.9% 80 77.7% 0.21 75 81.5% 167 81.9% 1.00 173 81.6% 69 82.1% 1.00 
⑱医者から出された薬は、ドーピング防止規則違反とならない（×） 65.5% 70 72.2% 89 64.0% 0.21 124 64.2% 70 68.0% 0.61 62 67.4% 132 64.7% 0.69 138 65.1% 56 66.7% 0.89 
⑲どのレベルの選手も、日本人であれば、TUE 申請は日本アンチ・ドーピング機構（JADA）
に提出する（×） 28.0% 23 23.7% 40 28.8% 0.46 54 28.0% 29 28.2% 1.00 30 32.6% 53 26.0% 0.26 60 28.3% 23 27.4% 1.00 
⑳医者から禁止物質である薬を出されたが、大会3 日前にTUE 申請をしたので、ドーピング




















＊: p<0.05  χ2検定
正解14問以下 正解15問以上
N % N % p値
ドーピングに対する意識 a
競技能力向上を合法化することはスポーツにとって有益である 72 54.1% 77 47.2% 0.25 
ドーピングの危険性は誇張されている 62 46.6% 82 50.3% 0.56 
メディアはドーピングについて悪く報道しすぎだ 105 78.9% 137 84.0% 0.29 
メディアはドーピングについてあまり報道すべきではない 115 86.5% 149 91.4% 0.19 
ドーピングは、競争力を高めるために必要だ 127 95.5% 156 95.7% 1.00 
競技者はルールを破って競技能力が向上する薬物を使うことに対して、悪いと感じ
なくてもよい 125 94.0% 160 98.2% 0.07 
ドーピングはみんながやっているのだから不正行為ではない 125 94.0% 162 99.4% 0.01＊ 
ドーピングは、競技スポーツにおいて避けられない 106 79.7% 132 81.0% 0.88 
競技者が、レクレーショナルドラッグを使用するのは、スポーツの場面で役立つか
らである 98 73.7% 112 68.7% 0.37 
レクレーショナルドラッグは、最高のレベルでトレーニングしたり競ったりする意欲を
与える 107 80.5% 147 90.2% 0.02
＊ 
レクレーショナルドラッグはトレーニング時の倦怠を克服するのに役立つ 109 82.0% 138 84.7% 0.53 
競技者は故障により時間を失うことがよくあるが、薬物は遅れを取り戻すのに役立つ 118 88.7% 151 92.6% 0.31 
競技者は、競技能力が向上する薬物を使わざるをえないようなプレッシャーにさら
されている 76 57.1% 92 56.4% 0.91 
厳しいトレーニングや故障に関連する健康上の問題は、ドーピングによるものと同
様に悪い 92 69.2% 127 77.9% 0.11 
パフォーマンスの質が重要で、それを競技者がどのように達成したかではない 115 86.5% 148 90.8% 0.27 
競技能力向上のために用いられるグラスファイバーポールや、高速水着と薬物との
間に違いはない 102 76.7% 138 84.7% 0.10 
薬・サプリメント購入時のアンチ・ドーピングに対する意識 b
薬を購入する際に、アンチ・ドーピングを意識しようと思う 28 21.1% 56 34.4% 0.01＊
サプリメントを購入する際に、アンチ・ドーピングを意識しようと思う 28 21.1% 61 37.4% <0.01＊
ドーピング指導に対する意識 c
競技の指導者になったときに、ドーピングについて指導できる 39 29.3% 45 27.6% 0.80 
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が開発し JADAが日本語版を作成した Athlete 
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